
　
宮
崎
県
立
小
林
高
校
は
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

を
「
ミ
ラ
ソ
ウ（
未
来
創
造
の
時
間
）」
と
名
づ
け
、地

域
の
課
題
を
起
点
に
し
た
探
究
学
習
を
展
開
し
て
い

る
。２
０
２
０
年
度
よ
り
、小
林
市
役
所
の
職
員
か
ら

市
の
現
状
を
学
ぶ「
バ
ー
チ
ャ
ル
市
役
所
」や
、地
域

の
史
跡
や
施
設
な
ど
を
訪
れ
る「
地
域
巡
検
」を
実
施

し
、生
徒
が
自
ら
地
域
の
課
題
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
に

し
て
き
た
。
一
方
で
、生
徒
が
ミ
ラ
ソ
ウ
で
取
り
上
げ

る
地
域
の
課
題
は
、
必
ず
し
も
生
徒
の
関
心
事
と
は

限
ら
な
か
っ
た
。
21
年
度
の
２
年
次
の
中
間
発
表
で
、

農
家
の
後
継
者
不
足
を
課
題
に
設
定
し
た
チ
ー
ム
の

発
表
が
ひ
と
ご
と
の
よ
う
な
内
容
に
感
じ
た
担
当
の

教
師
が「
君
た
ち
は
将
来
、農
業
を
や
り
た
い
の
？
」

と
尋
ね
る
と
、チ
ー
ム
全
員
が「
い
い
え
」と
答
え
た
。

　
「
本
校
に
は
、
地
元
を
離
れ
て
進
学
・
就
職
す
る
生

徒
が
多
数
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
課
題
を
自

分
事
と
し
て
捉
え
に
く
く
、
生
徒
の
関
心
や
将
来
像

と
結
び
つ
き
が
弱
い
探
究
学
習
も
少
な
か
ら
ず
あ
り

ま
し
た
」（
ミ
ラ
ソ
ウ
主
任
・
萩は

ぎ
わ
ら原
圭
一
先
生
）

　
そ
こ
で
22
年
度
１
年
次
の
12
〜
１
月
に
、
地
域
の

課
題
と
生
徒
自
身
の
関
心
を
結
び
つ
け
て
課
題
探
究

の
問
い
を
検
討
す
る
た
め
の
活
動
を
組
み
込
ん
だ

（
Ｐ
．２
図
１
）。
具
体
的
に
は
、
企
業
課
題
の
解
決
や

バ
ー
チ
ャ
ル
市
役
所
、
地
域
巡
検
な
ど
を
通
じ
て
見

い
だ
し
た
小
林
市
の
課
題
を「
健
康
・
福
祉
」「
Ｉ
Ｔ
・

情
報
」な
ど
の
９
つ
の
分
野
に
分
類
。そ
の
中
か
ら
自

分
が
２
年
次
に
取
り
組
み
た
い
分
野
を
選
び
、「
解
決

◉
「
バ
ー
チ
ャ
ル
市
役
所
」や「
地
域
巡
検
」な
ど
を
通
じ
て
、地
域
の
課
題
を
知
る

◉
地
域
の
課
題
を
９
つ
の
分
野
に
分
類
し
、自
分
の
関
心
と
の
接
点
を
見
い
だ
す

生徒の
転換点

「やらされ探究」から「　　　　　　　　」へ！

生
徒
が
自
分
の
関
心
と
地
域
の
課
題
と
の

接
点
を
見
い
だ
し
て
問
い
を
立
て
る
活
動
を
、

時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
実
施

宮
崎
県
立
小
林
高
校

Turning Point

地域の課題と
生徒の関心をつなぐ
機会の創出

校
長黒

木
　
篤 

く
ろ
ぎ
・
あ
つ
し

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

探
究
科
学
コ
ー
ス
主
任
、

み
ら
い
会
議
座
長

塚
田
一
久 

つ
か
だ
・
か
ず
ひ
さ

同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
数
学
科
。

進
路
指
導
部
ミ
ラ
ソ
ウ
主
任

萩
原
圭
一 

は
ぎ
わ
ら
・
け
い
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
理
科（
化
学
）。

生徒が主体的に取り組む学習であるはずの探究学習に「やらされ感」を抱く生徒、教師は少なくない。
探究学習を生徒、教師が自分事化し、よりよいものとするためにはどうすればよいか、事例を通じて考える。

指
導
教
諭

肥
田
木
洋
之 

ひ
だ
き
・
ひ
ろ
ゆ
き

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
英
語
科
。

卒
業
後
に
地
域
を
離
れ
る
生
徒
も
自
分
事
と

し
て
地
域
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
指
す
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し
た
い
気
持
ち
」「
解
決
の
た
め
の
取
り
組
み
の
想
像

の
つ
き
や
す
さ
」
の
４
象
限
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
（
図

２
）、「
解
決
し
た
い
気
持
ち　
大
」か
つ「
解
決
の
た
め

の
取
り
組
み
の
想
像
が
つ
き
や
す
い
」の
象
限
に
位
置

づ
く
課
題
を
基
に
問
い
を
立
て
た
。
そ
し
て
２
月
に
、

課
題
に
対
す
る
思
い
が
近
い
生
徒
同
士
で
チ
ー
ム
を

つ
く
り
、
改
め
て
問
い
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
よ
り

意
欲
的
に
探
究
学
習
に
取
り
組
む
生
徒
が
増
え
た
。　

　
普
通
科
に
設
置
し
て
い
る
探
究
科
学
コ
ー
ス
も
、

生
徒
が
よ
り
自
分
事
と
し
て
探
究
学
習
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
見
直
し
た
。
１
年
次
２
学
期
に
、
地
域
の

企
業
が
提
示
す
る
課
題
に
取
り
組
み
、
生
徒
が
地
域

の
現
状
や
課
題
を
よ
り
理
解
し
た
上
で
、
２
年
次
に

行
う
課
題
研
究
の
計
画
（
テ
ー
マ
設
定
や
リ
サ
ー
チ

ク
エ
ス
チ
ョ
ン
な
ど
）
を
３
学
期
に
立
案
す
る
。

　
「
生
徒
に
は
ま
ず
、
自
分
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
事

柄
を
最
大
限
書
き
出
さ
せ
、
そ
れ
と
地
域
の
課
題
が

重
な
る
内
容
を
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
さ
せ
ま
す
。
そ

し
て
教
師
は
、
生
徒
が
抱
い
た
疑
問
を
解
決
す
る
た

め
の
仮
説
や
実
証
研
究
の
方
法
を
見
通
せ
る
よ
う
に
、

問
い
の
立
て
方
を
支
援
し
ま
す
」（
探
究
科
学
コ
ー
ス

主
任
・
塚
田
一
久
先
生
）

　
生
徒
は
、
地
域
の
課
題
と
自
分
の
関
心
と
の
結
び

つ
き
や
、
希
望
す
る
進
路
と
の
関
連
を
言
語
化
し
た

こ
と
で
、「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
探
究
学
習
で
で

き
る
」
と
感
じ
、
主
体
的
に
探
究
学
習
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
防
災
学
習
の
研
究
に
取

り
組
ん
だ
チ
ー
ム
は
、
同
校
に
併
設
す
る
支
援
学
校

の
生
徒
と
協
働
で
避
難
訓
練
を
改
善
・
実
行
し
た
り
、

避
難
所
生
活
の
中
で
高
校
生
に
で
き
る
行
動
計
画
を
、

地
域
を
巻
き
込
む
形
で
提
案
し
た
り
し
た
。
ま
た
、

山
岳
部
の
生
徒
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
は
、
地
域
の

畜
産
農
家
で
廃
棄
さ
れ
る
脂
身
を
活
用
し
た
携
帯
補

助
食
品
の
開
発
に
お
い
て
、試
作
を
繰
り
返
す
中
で
栄

養
価
を
明
確
に
す
る
必
要
性
に
気
づ
き
、
実
際
に
分

析
し
た
。「
今
年
度
の『
ミ
ラ
ソ
ウ
の
日
』（
１・２
年
生

合
同
発
表
会
）に
は
70
も
の
発
表
が
あ
り
、
生
徒
個
々

の
関
心
事
に
基
づ
く
探
究
学
習
が
で
き
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
」
と
、
黒く

ろ

木ぎ

篤あ
つ
し

校
長
は
手
応
え
を
語
る
。

　
一
方
で
、新
た
な
課
題
も
見
え
て
き
た
。
生
徒
が
関

心
を
持
っ
て
い
る
分
野
の
課
題
で
も
、生
徒
の
疑
問
が

深
ま
ら
な
い
ま
ま
問
い
を
立
て
た
た
め
に
表
面
的
な

探
究
学
習
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

　
「
探
究
的
に
思
考
を
深
め
る
た
め
に
は
、
ミ
ラ
ソ
ウ

だ
け
で
な
く
教
科
学
習
で
も
、
生
徒
に
物
事
を
突
き

詰
め
て
考
え
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
痛
感
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
授
業
改
善
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま

す
」（
指
導
教
諭
・
肥ひ

だ

き
田
木
洋
之
先
生
）

この象限に記入した内容を
踏まえて問いを立てる

※学校資料、株式会社 Study Valley 製作のワークシートを基に編集部で作成。

月 普通科、普通科体育コース 普通科探究科学コース

４
〜
６

探究の基本を学ぶ
企業課題の解決

地域の企業による講演
会と生徒発表会を実施。

探究の基本を学ぶ
教師や大学教授の支援
による探究活動を実施。

７
バーチャル市役所

小林市役所の約 15 の課の職員が来校し、各課の
業務や市の現状・課題を説明。

８ オープンキャンパス参加 大学研究室訪問

９ 職業研究 探究活動

10
地域巡検

地域の名所や史跡、工場、ダムなどを訪問。

「未来の小林」
小林市の理想とする未来
の姿を提案。

探究活動
地域の企業が提示する
課題に取り組む。11

12
ミラソウの日（１・２年生合同発表会）

「未来の小林」「探究活動」の成果を発表。

課題探究（テーマ設定）
地域の課題と自分の関心
を踏まえ、探究テーマを
設定（図２参照）。

課題研究（計画立案）
テーマ設定やリサーチ
クエスチョン、先行研
究調査などを行い、研
究計画を立案。

１

２

３ 課題探究（問いの設定）

①小林市の課題を９つの分野に分類する
「環境・水・エネルギー」「健康・福祉」「教育・ジェンダー」「IT・情報」「食」
「農業・畜産」「観光」「地方創生（地域魅力化・発信）・まちづくり（行政）」
「その他」

ワークシートに、「あなたが将来したいこと」を書き出す欄を設け、生徒が
関心を持つ課題と、希望進路との関連を意識させる工夫をした。

②取り組む分野を決め、書き出した課題をマッピングする

解決したい気持ち　大

解決したい気持ち　小

解決のための
取り組みの想像が
つきにくい

解決のための
取り組みの想像が

つきやすい

１年次の「ミラソウ」の主な活動図１

探
究
学
習
の
自
分
事
化
に
は
、

立
て
た
問
い
を
深
め
る
力
が
必
要

設
立　

１
９
２
１
（
大
正
10
）
年　

形
態　

全
日
制
／
普
通
科

／
共
学　

生
徒
数　

１
学
年
約
１
４
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績　

国
公
立
大
は
、
九
州
大
、

熊
本
大
、
大
分
大
、
宮
崎
大
、
鹿
児
島
大
、
北
九
州
市
立
大
、
宮
崎

県
立
看
護
大
、
宮
崎
公
立
大
な
ど
に
55
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

東
洋
大
、
日
本
体
育
大
、
法
政
大
、
近
畿
大
、
福
岡
大
な
ど
に
延

べ
１
２
７
人
が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
23
人
。
就
職
８
人
。

学校概要

課題探究の問いの設定に向けたワーク例図２

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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